
第３学年３組 理科学習指導案

指導者 八木 健

授業の視点 生徒が主体的に観察・実験に取り組み，よりよく課題を解決できる授業の工夫

１ 単元 仕事とエネルギー

２ 目標

Ａ 物体の運動とエネルギーの関係に関心をもち，力学的エネルギーに関して進んで調べよう

とする。 （自然事象への関心・意欲・態度）

Ｂ エネルギーのはたらきを考え，位置エネルギーや運動エネルギーなど種類による特徴をと

らえることができる。 （科学的な思考）

Ｃ 位置エネルギーや運動エネルギーに関する実験を行い，物体の高さや速さとエネルギーが

どのような関係にあるかグラフに表すことができる。 （観察・実験の技能・表現）

Ｄ 仕事ができる能力をエネルギーであると理解し，エネルギーの種類をあげてそれぞれのエ

ネルギーについて特徴を指摘することができる。 （自然事象についての知識・理解）

３ 単元について

本単元では，仕事に関する実験を行い，力学的な仕事を定義し，仕事率について理解させる。

また，外部に対して仕事をできるものは，その状態においてエネルギーをもっていることを，各

種の実験を通して理解させることを主なねらいとしている。位置エネルギーや運動エネルギーと

高さや速さの関係などは，定量的な実験が容易である。しかも，様々な実験方法が考えられるた

めに，生徒の発想を生かした授業を展開しながらエネルギーのはたらきや特徴をとらえることが

できると考えられる。身近な材料を使った探究活動を通して，日常生活や社会と関連付けながら

エネルギーについての科学的な見方や考え方を養うことができるようにしたい。

年度始めに行っている理科学習に関するアンケートや授業の様子から，ほとんどの生徒が理科

が好きで，意欲的に理科学習に取り組んでいる。自然現象に対して興味や関心のある生徒も多く，

探究活動も積極的に取り組むことができる。しかし，観察や実験の結果をわかりやすくまとめた

り，科学的に分析したりして論理的に考察できる生徒は多くはない。また，自分の考えを整理し

て発表することを苦手と感じている生徒もいる。

そこで，生徒の発想を大切にした問題解決的な学習を工夫し，目的意識や意欲をもって探究を

進めることで科学的な思考力や表現力を身につけさせたいと考えた。また，定量的な実験を進め

ることで，エネルギーの概念をより具体的に身につけることができると考える。

エネルギーがどういうものであるか，生活にどのようにかかわっているのかを説明することは

難しい。そこで，様々な実験を通してエネルギーを体感しながら探究することができるように単

元全体を構成した。本時の学習では，物体の質量や高さを変えながら，位置エネルギーの大きさ

の要因を見いだすことをねらいとしている。前時の学習で，生徒たちが予想した２つの要因に基

づいて実験計画を立て，生徒一人一人に目的意識をもって意欲的に実験に取り組ませるためにジ

グソー形式で実験に取り組ませる。また，実験を行うときは，条件を制御して実験する必要性に

気付かせるとともに，結果については分析して解釈させ，その規則性を見いだすことができるよ

う支援したい。実験の考察では，本学級の生徒の多くが苦手とするグラフに表すという活動を意

図的に活用することで，グラフ化という探究の過程に不可欠な技能を身につけることができるよ

うにしたいと考えた。

４ 指導と評価の計画（13時間扱い）

時 学 習 内 容 評価の観点

１ 仕事の定義を理解させ，仕事の単位を知らせる。 Ａ，Ｂ，Ｃ

２～３ 実験から，道具を使っても仕事の大きさは変わらないことを見いだ Ａ，Ｂ，Ｃ，

させ，仕事の原理の定義を知らせる。 Ｄ

４～５ 仕事率について理解させ，その単位を知らせる。 Ａ，Ｂ，Ｃ

６～⑦ 仕事をする能力をエネルギーということを知らせ，位置エネルギー Ａ，Ｂ，Ｃ，

や運動エネルギーについて理解させる。 Ｄ

８ 力学的エネルギーの定義を知らせ，摩擦や空気の抵抗などがなけれ Ａ，Ｂ，Ｃ，

ば力学的エネルギーが保たれることを理解させる。 Ｄ

９～10 エネルギーの種類を知らせ，身のまわりのエネルギーについて理解 Ａ，Ｂ，Ｄ

させる。

11～13 エネルギー変換に関する実験を行い，エネルギーが相互に変換され Ａ，Ｂ，Ｄ

ることおよびエネルギーが保存されることを見いださせる。

５ 本時の学習

（１）目標

Ｂ 実験の結果から，位置エネルギーが物体の質量や高さに関係していることを見いだす

ことができる。 （科学的な思考）

Ｃ 位置エネルギーに関する実験を行い，物体の高さや速さとエネルギーがどのような関

係にあるかグラフに表すことができる。 （観察・実験の技能・表現）



（２）準備・資料

実験記録用紙，小球（質量のちがうもの２種類），レール，木片，スタンド，ものさし

（３）展開

学習内容・活動 支援及び評価

１ 演示実験を見て，本時の学習課題をつかむ。 ○ 演示実験から本時の学習課題を理解さ

せ，目的意識をもって実験に取り組むこ

位置エネルギーの大きさは，物体の何 とができるよう意欲づけを図る。

と関係しているのだろうか。

○ 前時の予想を振り返ることができない

２ 実験グループごとに前時に予想した２つの 生徒には，ノートや実験記録用紙を再度

条件を確認する。 確認させ，前時の学習内容を想起させる。

・位置エネルギーの大きさは，高さに関 ○ 各自が予想を確認し，見通しをもって

係する。 実験に取り組めるようにする。

・位置エネルギーの大きさは，質量に関

係する。

３ 各自が担当する条件に分かれ実験を行う。

【ジグソー学習】 ○ 小球の質量は，あらかじめ測定してお

き，明示してあることを伝える。

Ⅰ 同じ質量の小球について高さを変えて実

験する。 ○ 小球を転がすときは，手で勢いをつけ

① 20ｇの小球を使い，高さ10cm，20cm， ないよう助言する。

30cmから小球を落とす。

② 50ｇの小球を使い，高さ10cm，20cm， ○ 小球を転がしてみて，数値的な見通し

30cmから小球を落とす。 をもたせて，実験に取り組ませる。

Ⅱ 同じ高さから，小球の質量を変えて実験 ○ 条件を制御して正確に実験を行えるよ

する。 う助言する。

③ 高さ20cmから，20ｇ，50ｇの小球を

落とす。 ○ 同じ実験を３回ずつ行い，それぞれの

④ 高さ30cmから，20ｇ，50ｇの小球を 結果の平均を求めさせる。

落とす。

観察・実験の技能・表現

４ グループに戻り，担当した条件の結果を報 位置エネルギーに関する実験を行い，物

告し，グラフを作成する。 体の質量や高さとエネルギーがどのような

関係にあるかグラフに表すことができる。

（行動観察・実験記録用紙）

○ グラフが正しく書けない生徒には，資

５ 作成したグラフをもとに，位置エネルギー 料を提示し，支援する。

の大きさの要因について考察をまとめ，発表

する。 ○ 高さと質量それぞれについて考察させ

る。

○ 考察が進まないグループには，考察の

（１）小球の高さと木片の移動距離には，ど 視点を提示し，助言する。

のような関係があるか。

科学的な思考

実験の結果から，位置エネルギーが物体

（２）小球の質量と木片の移動距離には，ど の質量や高さに関係していることを見いだ

のような関係があるか。 すことができる。

（行動観察・実験記録用紙）

６ 実験のまとめをする。

○ 各グループから考察を発表させ，位置

位置エネルギーの大きさは，物体の高さ エネルギーの大きさの要因を高さと質量

と質量に比例する。 の観点からまとめる。


